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Khondalite alternating with dolomitic marble and quartzite occurs in the Lützow-Holm Complex at Skallevikshalsen, East 
Antarctica. Clinopyroxene-rich calc-silicate rocks often develop at the lithological boundaries between khondalite and 
dolomitic marble. Some of the calc-silicate rocks develop as ‘dykes’ in khondalite layer. The calc-silicate dykes usually consist 
of clinopyroxene, plagioclase and/or scapolite, and sphene. We have newly found a clinopyroxene-alkali feldspar dyke 
associated with the calc-silicate dykes in khondalite layer. It is noteworthy that the clinopyroxene-alkali feldspar dyke contains 
orbicular aggregates of clinopyroxene, plagioclase, and sphene, suggesting that original melts differentiated by fractional 
crystallization or liquid immiscibility.  
 
東南極のリュツォ・ホルム岩体、スカレビークスハルセンには、スリランカなどのゴンドワナ大陸塊に特徴的
な「コンダライト（石墨含有ザクロ石‐珪線石片麻岩）＋ドロマイト大理石＋珪岩」互層が産出する。これまで、
コンダライト層とドロマイト質大理石層の境界部には、単斜輝石に富む石灰珪質岩が発達しているのが報告され
てきたが(Yoshida et al., 1976; Matsueda et al., 1983)、上記の石灰珪質岩とほとんど同質の岩石（主に単斜輝石＋斜
長石＋スフェーン±スカポライトからなる）が、コンダライト層中に不調和的に貫入した岩脈状になっているのが、
第 46 次南極観測隊によって確認された。 
今回、第 52 次日本南極地域観測隊が上記の石灰珪質岩脈の再調査をおこなったところ、主に単斜輝石とアルカ
リ長石からなる岩脈が新たに発見された。単斜輝石‐アルカリ長石岩脈の特徴は次のとおりである。 
1）単斜輝石‐アルカリ長石岩脈は、コンダライト層中の剪断帯に沿って貫入していることが多い。 
2）単斜輝石‐アルカリ長石岩脈中には、球状‐楕円状の単斜輝石＋斜長石＋スフェーン集合体がパッチ状に含まれ
ていることがある（図 1）。単斜輝石＋斜長石＋スフェーン集合体のコア部では、構成鉱物が粗粒で自形‐半自
形を示すのに対して、リム部ではより細粒・他形を示す。 
3）単斜輝石‐アルカリ長石岩脈とパッチ状の単斜輝石＋斜長石＋スフェーン集合体はどちらも、ごく少量の石英を
含む（＜ 3 modal%）。 
第一の点は、単斜輝石‐アルカリ長石岩脈の貫入が、主要な変形作用（およびピーク変成作用）の後に起きたこ
とを示している。第 2-3 の点は、オリジナルなメルトの分化が、分別結晶作用あるいはメルトの不混和によって進
行した可能性を示唆する。 
                                                        
図 1. 単斜輝石‐アルカリ長石岩脈の岩石研磨面写真
（左図）と元素マップ図（右図: Na, K, Ca, Ti）。主
に単斜輝石とアルカリ長石からなる岩脈中に、単斜
輝石＋斜長石＋スフェーンの集合体（左図：赤線点
線内）がパッチ上に含まれている。 
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